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は
じ
め
に

カ
ナ
ダ
出
身
の
英
文
学
者
で
文
芸
批
評
家
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
（M

cLuhan, M
.

）
は
、
何
ら
か
の

技
術
的
手
段
に
よ
っ
て
人
間
の
身
体
能
力
を
拡
張
す
る
も
の
、
そ
の
す
べ
て
を
メ
デ
ィ
ア
と
捉
え
た
（M

cLuhan 

1964

＝1987

）。
一
九
六
〇
年
代
に
世
界
的
な
注
目
を
集
め
、
各
国
の
放
送
業
界
や
広
告
業
界
な
ど
を
巻
き
込
ん
で

一
世
を
風
靡
し
た
が
、
そ
の
ブ
ー
ム
は
わ
ず
か
数
年
で
終
息
し
た
。
そ
し
て
、「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
や
「
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
」
に
も
と
づ
く
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
が
謳
わ
れ
た
八
〇
年
代
な
か
ば
以
降
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
メ
デ

ィ
ア
理
解
は
、
も
っ
ぱ
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
分
析
の
対
象
と
し
て
き
た
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
限
界

を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
日
本
語
で
「
メ
デ
ィ
ア
論
」
と
い
え
ば
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
提

示
し
た
視
座
を
再
発
見
し
た
学
問
と
し
て
了
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
世
界
的
隆
盛
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
学
派
（
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
論
を
含
む
）、
イ
ギ
リ

ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
学
派
（
＝
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）
と
い
っ
た
複
数
の
知
的
水
脈
が
互
い
に
混
ざ
り
合

い
、
日
本
で
は
九
〇
年
代
に
な
っ
て
初
め
て
、「
メ
デ
ィ
ア
論
」
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
く
る）

1
（

。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
と
通
底
す
る
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
は
、
戦
後
日
本
の
知
的
伝
統
の
な
か
に
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
で
は
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
型
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
制
度

的
に
確
立
し
て
い
く
が
、
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
独
自
に
発
展
し
た
「
新
聞
学
」、
戦
争
の
経
験
や
戦
後
民
主
主

義
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
日
本
の
土
壌
に
適
し
た
や
り
方
で
こ
れ
を
批
判
的
に
咀
嚼
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
南
博
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
七
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
心
理
学
を
学
び
、
社
会
心
理
学
を
い
ち
早
く
日
本

に
紹
介
し
た
反
面
、
そ
の
歴
史
的
文
脈
の
欠
如
を
批
判
し
、
計
量
的
分
析
と
歴
史
的
分
析
の
両
方
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
南
は
そ
の
後
、
鶴
見
和
子
や
鶴
見
俊
輔
を
中
心
と
す
る
「
思
想
の
科
学
研
究
会
」
な
ど
と
関
わ
り

な
が
ら
、
大
衆
文
化
研
究
や
日
本
人
研
究
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
同
じ
頃
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
テ
レ
ビ
の
可
能
性
を
日
本
で
い
ち
早
く
論
じ
た
の
は
、

社
会
学
者
の
加
藤
秀
俊
で
あ
る
（
加
藤1958a; 1965

）。
加
藤
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
五
〇
年
代
、
奈
良
県
の
村
落
で

三
世
代
家
族
に
対
す
る
観
察
調
査
を
お
こ
な
い
、
家
庭
に
お
け
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
容
過
程
に
つ

い
て
民
族
誌
的
な
分
析
を
試
み
て
い
る
（
加
藤1958b

）。
加
藤
の
調
査
を
先
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本
で
は
一
時

期
、
テ
レ
ビ
受
像
機
を
受
け
入
れ
る
「
茶
の
間
」
の
あ
り
方
を
分
析
し
た
研
究
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
け
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
先
取
り
し
て
い
た
と
も
い
え

る
。ま

た
、
一
九
七
〇
年
に
大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小
説
家
の
小
松
左
京
、
生
態
学

者
で
民
族
学
者
の
梅
棹
忠
夫
、
加
藤
秀
俊
た
ち
が
一
九
六
四
年
に
立
ち
上
げ
た
「
万
国
博
を
考
え
る
会
」
が
契
機
と
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な
り
、
日
本
で
は
「
未
来
学
」
が
大
き
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
梅
棹
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、「
放
送
人
の
誕
生
と
成

長
」（
一
九
六
一
年
）、「
情
報
産
業
論
」（
一
九
六
三
年
）
と
い
っ
た
論
考
を
相
次
い
で
発
表
し
て
お
り
（
梅
棹1988 

→1999
）、
こ
う
し
た
動
き
が
、
日
本
独
自
の
未
来
志
向
的
な
情
報
社
会
論
の
基
層
を
成
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
大
阪
万
博
の
準
備
期
間
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
最
も
精
力
的
に
言
論
活
動
を
展
開
し
て
い
た
時
期
と
も
一

致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
応
用
し
よ
う
と
い
う
啓
発
的
な
動
き
と
、
あ
く
ま
で
学
術
的
な
議
論
に
と
ど
ま

ろ
う
と
す
る
動
き
と
の
対
立
に
加
え
て
、
万
博
に
関
わ
っ
て
い
た
建
築
家
や
美
術
家
の
あ
い
だ
で
は
、「
環
境
」
や

「
触
覚
」
と
い
っ
た
概
念
に
対
す
る
関
心
と
相
ま
っ
て
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
が
い
ち
早
く
受
容
さ
れ
て
い
た
。

建
築
家
の
磯
崎
新
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

企
業
が
、
あ
る
い
は
都
市
を
構
成
す
る
要
素
が
そ
れ
を
と
り
ま
く
外
界
へ
送
る
信
号
が
広
告
だ
と
す
れ
ば
、
か
ぎ

り
な
く
細
分
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
が
発
明
さ
れ
て
い
く
。
広
告
塔
が
あ
り
、
看
板
が
で
き
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
と

な
り
、
出
版
物
、
テ
レ
ビ
が
動
員
さ
れ
る
。
発
信
の
根
拠
地
が
都
市
内
の
あ
る
地
点
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
広

告
と
し
て
の
通
信
は
無
限
に
ひ
ろ
が
っ
て
、
都
市
空
間
に
浸
透
す
る
。
そ
れ
は
「
瞬
間
的
に
」（
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
）

全
体
を
お
お
う
。［
…
］
都
市
空
間
は
こ
の
よ
う
な
電
気
的
媒
体
の
錯
綜
す
る
網
目
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。（
磯
崎

1971

→2017: 411-412

）

磯
崎
は
一
九
六
七
年
に
著
し
た
「
見
え
な
い
都
市
」
の
な
か
で
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
六
〇
年
代
の
磯
崎
は
、
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大
阪
万
博
の
準
備
過
程
に
関
わ
る
な
か
で
、
近
代
建
築
の
底
流
に
あ
る
技
術
信
仰
や
予
定
調
和
と
は
異
な
る
か
た
ち

で
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
可
能
性
を
徹
底
的
に
追
究
し
て
い
く
こ
と
に
関
心
を
向
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
磯

崎
の
思
想
と
実
践
は
お
の
ず
と
、
都
市
論
と
メ
デ
ィ
ア
論
が
交
叉
す
る
位
相
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
磯
崎
は
、
み
ず
か
ら
編
集
を
手
が
け
た
『
建
築
文
化
』（
一
九
七
二
年
八
月
号
）
の
特
集
「
情
報
空
間
」

の
な
か
で
、「
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
」「
幻
灯
機
」「
レ
コ
ー
ド
」「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら
、「
中
世
の
理
想
都
市
」

「
マ
ン
シ
ョ
ン
」「
投
石
機
」「
原
子
力
ミ
サ
イ
ル
装
置
」「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」「
人
工
衛
星
」
ま
で
、「
空
間
を
情
報
的

に
規
定
す
る
メ
デ
ィ
ア
あ
る
い
は
モ
デ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
」
の
テ
キ
ス
ト
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
写
真

な
ど
を
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
し
た
「
カ
タ
ロ
グ
・
ス
タ
イ
ル
」
の
情
報
空
間
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
ク
ル
ー

ハ
ン
の
「
モ
ザ
イ
ク
書
法
（m
osaic w

riting

）」
を
連
想
さ
せ
る
し
、
同
誌
で
公
開
さ
れ
た
磯
崎
新
ア
ト
リ
エ

《PO
ST

 U
N

IV
ERSIT

Y
 PA

CK
》

★

―
―

★

後
年
、《CO

M
PU

T
ER A

ID
ED

 CIT
Y

》
に
改
称
さ
れ
る

★

―
―

★

と
い

う
都
市
計
画
案
の
説
明
は
、『
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
（U

nderstanding M
edia

）』（M
cLuhan 1964

＝1987

）
の
引
用
か

ら
始
ま
る
。

千
葉
県
の
幕
張
を
想
定
し
た
《CO

M
PU

T
ER A

ID
ED

 CIT
Y

》
は
、
長
さ
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
百
メ
ー
ト

ル
の
規
模
で
都
市
部
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
屋
根
を
架
け
る
と
い
う
壮
大
な
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
幕
張
埋
め
立
て
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
動
き
が
あ
っ
た
さ
い
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
高
度
な
情
報
シ
ス
テ
ム
が
媒
介
す
る
こ
と
で
、
市
役
所
、
美
術
館
、
図
書
館
、

学
校
、
病
院
と
い
っ
た
公
共
施
設
が
ひ
と
つ
な
が
り
の
空
間
に
再
編
成
さ
れ
た
都
市
を
構
想
し
て
い
る
。
各
戸
に
コ
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ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
を
行
き
渡
ら
せ
、
有
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
無
線
の
放
送
で
覆
い
尽
く
す
と
い
う
都
市
計
画
は
、

当
時
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
現
実
離
れ
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い）

2
（

。

こ
の
特
集
を
手
が
け
た
意
図
に
つ
い
て
、「
情
報
論
に
関
わ
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
万
博
に
つ
い
て
語
る
こ

と
に
通
じ
て
い
る
」
と
い
う
磯
崎
は
、
さ
ら
に
「
現
代
都
市
が
情
報
化
し
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
を
つ
う
じ
た
操
作
が
よ

り
強
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
状
況
は
、
六
〇
年
代
に
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
バ
ラ
色
で
は
な
い
」
と
続
け
て

い
る
（
磯
崎1997: 72-73

）。
不
確
定
な
事
件
が
都
市
の
街
頭
で
連
鎖
し
て
い
く
な
か
で
、
磯
崎
は
当
時
、
予
定
調
和

的
な
都
市
計
画
に
対
す
る
違
和
感
を
抱
い
て
い
た
。「
未
来
へ
の
流
れ
を
初
源
に
向
か
っ
て
遡
行
す
る
」（
磯
崎 

2015: 197

）
と
い
う
磯
崎
の
ま
な
ざ
し
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
未
来
に
む
か
っ
て
、
後
ろ
向
き
に
行
進
し
て
い
る
」

（M
cLuhan and Fiore 1967

＝2015: 77

）
と
い
う
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
物
言
い
を
彷
彿
と
さ
せ
る
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
歩
主
義
を
牽
制
す
る
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
の
視
座）

3
（

と
も
幾
分
重
な
っ
て
み
え
る
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
乱
暴
な

解
釈
だ
ろ
う
か
。
一
世
を
風
靡
し
た
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
忘
却
さ
れ
て
か
ら
も
、
磯
崎
の
思
索
は
都
市
と
メ
デ
ィ
ア
の

あ
い
だ
を
精
力
的
に
横
断
し
続
け
、
日
本
独
自
の
メ
デ
ィ
ア
論
の
展
開
と
伴
走
し
て
き
た
よ
う
に
み
え
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
『
メ
デ
ィ
ア
論
の
地
層

★

―
―

★

１
９
７
０
大
阪
万
博
か
ら
２
０
２
０
東
京
五
輪
ま
で
』
で
は
、
と

く
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
日
本
で
メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
が
覚
醒
す
る
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
、
あ
る
い
は
技
術
革

新
や
文
化
現
象
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
地
層
が
堆
積
し
て
い
く
過
程
を
辿
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
主
に
大
学
で
体
系
化
さ
れ
て
き
た
人
文
知
の
伝
統
と
は
、
い
く
ぶ
ん
異
な
る
土
壌
で
は
ぐ
く
ま
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れ
て
き
た
。
少
な
く
と
も
そ
の
地
質
は
、
英
語
圏
で“

m
edia studies”

や“
m

edia and com
m

unication 

studies”

と
い
っ
た
言
葉
が
指
し
示
す
学
問
領
域
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
そ
し
て
既
に
述
べ
た
と
お
り
、

一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
は
き
わ
め
て
重
要
な
指
標
と
な
る
。
本
書
で
は
、
情
報
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
変
容
に
鋭

敏
な
芸
術
家
や
建
築
家
の
創
造
知
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
な
ど
に
魅
了
さ
れ
た
人
び
と
の
実
践
知
と
も
結
び
つ
い

た
、
メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
の
地
脈
を
探
る
。
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
と
も
な
い
、「
メ
デ
ィ
ア
」
と

い
う
言
葉
が
指
し
示
す
対
象
が
拡
大
し
、
そ
の
意
味
合
い
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
的
か

つ
地
域
的
な
視
座
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
論
の
射
程
に
光
を
あ
て
て
み
た
い
。

本
書
は
四
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、「
メ
デ
ィ
ア
論
」（
＝
第
Ⅰ
部
）
と
そ
の
類
縁
に
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
論
」（
＝
第
Ⅱ
部
）、「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
論
」（
＝
第
Ⅲ
部
）、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
論
」（
＝
第
Ⅳ

部
）
の
順
に
、
そ
の
日
本
的
展
開
に
焦
点
を
あ
て
て
い
く
。
こ
れ
は
便
宜
上
の
区
分
け
に
過
ぎ
ず
、
互
い
に
深
い
関

わ
り
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
全
一
二
章
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
お
り
、
ど
の
章
か
ら
読
ん
で
い
た
だ
い
て
も
差
し
支

え
な
い
。

本
書
が
刊
行
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
二
月
現
在
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
半
年
を
切

っ
て
お
り
、
五
年
後
に
は
大
阪
で
再
び
万
博
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
今
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、

五
輪
や
万
博
に
関
す
る
歴
史
的
な
検
証
を
含
め
た
考
察
や
実
践
が
、
ま
す
ま
す
活
性
化
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。
本

書
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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1
）　

詳
し
く
は
、
水
越
・
飯
田
・
劉
（2018

）
を
参
照
。

（
2
）　 

た
だ
し
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
自
律
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
大
型
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介

し
た
中
央
集
権
的
な
都
市
頭
脳
を
想
定
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
磯
崎
は
後
年
、「
こ
れ
は
結
局
何
の
成
果
も
出
な
い
ま
ま
、

空
中
分
解
し
て
し
ま
っ
た
」
と
自
己
反
省
し
て
い
る
（
磯
崎
・
浅
田1985: 169

）。
近
代
社
会
を
成
り
立
た
せ
て
い
る

一パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン

望
監
視
機
構
と
ま
っ
た
く
同
じ
構
図
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
3
）　 

メ
デ
ィ
ア
考
古
学
を
精
力
的
に
展
開
す
る
エ
ル
キ
・
フ
ー
タ
モ
（H

uhtam
o, E.

）
は
、
た
と
え
ば
、
前
例
の
な
い
技
術
で

あ
る
か
の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
る
Ｖ
Ｒ
が
強
調
す
る
「
完
全
な
没
入
」
が
、
人
類
の
歴
史
を
通
し
て
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
定
型
句
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の
正
統
的
な
物
語
の
陰
に
隠
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
き
た
側
面
を
掘

り
下
げ
、「
敗
者
」
に
見
え
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の
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の
文
化
的
な
文
脈
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知
る
こ
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の
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、
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「
勝
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史
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。
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メ
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に
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て
フ
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、
メ
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進
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主
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。
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一
九
五
〇
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ら
六
〇
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け
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テ
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ノ
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緊
密
な
結
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つ
き
の
な
か

に
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
的
な
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向
け
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い
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が
、
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
が
そ
の
臨
界
点
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
詳
し
く
は
、
フ
ー
タ
モ
（2015

）
を
参
照
。
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だ
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
（
第
12
章
は
東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
た
二
〇
一

一
年
に
、
第
1
章
は
二
〇
一
三
年
に
執
筆
し
て
い
る
）。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
み
ず
か
ら
企
画
・
編
集
し
た
書
籍
に
掲

載
す
る
た
め
に
書
い
た
も
の
、
研
究
仲
間
が
企
画
・
編
集
し
た
書
籍
に
寄
稿
し
た
も
の
、
職
場
の
同
僚
と
一
緒
に
つ

く
っ
た
書
籍
に
書
い
た
も
の
、
商
業
誌
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
書
い
た
も
の
な
ど
、
執
筆
の
動
機
や
経
緯
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
論
的
思

考
の
歴
史
的
地
層
に
関
心
を
向
け
て
い
る
点
で
、
い
ず
れ
の
仕
事
に
も
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
二
〇
一

八
年
か
ら
放
送
大
学
で
、
水
越
伸
先
生
（
東
京
大
学
）、
劉
雪
雁
先
生
（
関
西
大
学
）
と
一
緒
に
「
メ
デ
ィ
ア
論
」
の

講
義
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
印
刷
教
材
と
番
組
教
材
を
制
作
す
る
過
程
で
、
メ
デ
ィ
ア
論
の
系
譜
を
自
分
な
り

に
整
理
し
直
す
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も
、
本
書
を
制
作
す
る
動
機
づ
け
に
な
っ
た
。
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各
論
文
を
本
書
に
再
録
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
冊
の
書
籍
と
し
て
の
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
、
い
ず
れ
も
若
干
の

改
稿
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
初
出
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
参
考
文
献
も
、
重
要
性
が
高
い
も
の
を
追
加
し
て

い
る
。
転
載
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
出
版
社
（
青
土
社
、
河
出
書
房
新
社
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
講
談
社
、
東
京
大

学
出
版
会
、
青
弓
社
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
イ
ン
プ
レ
ス
）
お
よ
び
研
究
機
関
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
、
情
報
科
学

芸
術
大
学
院
大
学
［
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
］）、
そ
し
て
拙
稿
を
ご
担
当
く
だ
さ
っ
た
編
集
者
の
皆
さ
ま
に
、
ま
ず
は
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
本
書
の
編
集
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
勁
草
書
房
編
集
部
の
鈴
木
ク
ニ
エ
さ
ん
に
は
、
当
初
の
予
定
よ
り

大
幅
に
改
稿
作
業
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま
っ
た
。
本
書
の
完
成
ま
で
辛
抱
強
く
お

付
き
合
い
く
だ
さ
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
改
稿
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
平
石
貴
士

さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
。
粘
り
強
く
付
き
合
っ
て
く
れ
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。

そ
し
て
本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
の
二
〇
一
九
年
度
学
術
図
書
出
版
助
成
を
受

け
て
い
る
。
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

二
〇
一
九
年
一
一
月
七
日　

京
都
に
て
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